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この本は株式会社という制度が発展してきた経緯について具体的な事例を紹
介しながら示してくれている。株式会社というとアップルやフォード、パナソ
ニックやトヨタといった有名企業が思い浮かぶが、古くは世界史で登場する東
インド会社もまたイギリスで設立された株式会社であった。その株式会社とい
う「発明（どこが発明かはぜひ本書を読んでいただきたい）」は経済社会の発
展をもたらす一方で、社会に暗い影をもたらしてきたこともある。バブルの歴
史をひもとくと登場する南海泡沫事件も株式会社にまつわる話であり、粉飾決
算が明るみに出て崩壊したエンロンも株式会社である。このように書くと株式
会社という制度がダメな制度のように思われるかもしれないが、アップルやフ
ォードのように人々の生活を豊かにすることに貢献してきたのもまた株式会社
である。株式会社という人間が作り出した制度は、いろいろな挫折を経験しな
がらも、成長・成熟を続けてきている。その道程をこの本でふりかえってみて
はいかがだろうか。
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オープンブック・マネジメント（OBM）とは財務諸表を中間管理職のみな
らず、工場で働くパートタイマーまで企業の全従業員に読ませ、分析させて、
どうすれば企業業績が向上するかを考えさせるというマネジメント手法であ
る。OBMの考え方の根底にあるのは「利益をあげるために市場のなかで競争
をしているのだということを、従業員みなが理解している会社をつくること」
である。
本著が出版されたのは2001年のことであり、最新のマネジメント手法という
わけではないが、会計情報の有用性は年々たかまっており、OBMが現在の企
業においても重要なツールであることはかわらないだろう。
では、起業家教育とOBMはどのような関係にあるのだろうか。一般に企業
規模が大きくなればなるほど個々の従業員の仕事の分業化が進み、自分の仕
事と企業業績が結びつくという実感が失われる傾向にある。自分が組織内の
小さな歯車でしかない状況では、自立性、積極性、創造性、チャレンジ精神
といった、いわゆる起業家精神を持つことは難しいだろう。しかし、起業家
精神は自分が起業家ではなく一従業員という立場であっても身につけるべき
精神である。
OBMでは月次や週次の財務諸表を従業員に公開し、読み方を教え、そして
自分の仕事が最終的な財務業績にどのようなインパクトをもたらすのかを考え
させる。OBMが浸透すれば、全従業員がつねに全社的な視点から自分の仕事
を考えるようになり、全員が新しいことに立ち向かう同志としてお互いを仕事
のパートナーとして認め合うようになるわけである。このような従業員の経営
への参画を通じて従業員は起業家精神を身につけていくはずである。
このように書くと大企業のためのツールという誤解を招きそうであるが、実
際はOBM採用の企業のほとんどが中小企業、それもベンチャー企業であると
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いうことだ。そして、それらの企業がOBMのような経営革新手法を通じて今
では大企業になっている現実を考えると、やはり中小企業から生み出される新
しい考え方に今後さらに注目する必要があると考えさせられるのである。
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